




川崎病における血管炎については病理組織学的検討のみならず、血液凝固、血小板、免疫

などの分野からも種々検索が進められてきた。著者らは血管壁と血小板の相互作用である

血小板粘着現象に注目し、川崎病における血小板粘着、血栓形成を検討してきた。今回

intact の静注用 gammagloblin(intaot IVGG)大量療法が血小板粘着に与える影響だついて

検索した。 


